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…孟警讐琵琶　、讐讐－

10月8日、長堀小グランドで第23匡l一中地

区秋季大運動会が行われました。平成27・
28年は雨天のため中止でしたが、今回は天候

に恵まれ、参加した12自治会の皆さんは、3

年ぶりの競技や応援に大いに盛り上がりまし
た。各自治会とも頑張り、実力を発揮した三
反田自治会の優勝で幕を閉じました。

パンくわえリレー

成　績　結　果　表
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ム 冨 �駅 Jl■h ���根 

種目　＼ 　　　＼ �刑 南 ���団 地 ��町 �根 �松 �ミ田 ���山 

輪投げリレー �5 �4 �0 �4 �3 �2 �5 �3 �5 �3 �4 �2 

三世代ビン倒しリレー �2 �3 �1 �3 �4 �2 �4 �3 �5 �5 �5 �4 

ボールにおまかせ �5 �4 �2 �2 �4＿ �3 �3 �5 �4 �2 �3 �5 

二人仲よく �4 �3 �2 �3 �2 �4 �4 �2 �5 �5 �5 �＿3 

心を一つに �3 �5 �＿芦”′ �2 �4 �＿＿2 �4＿＿ �2 �3 �5 �5 �4 

パンくわえリレー �4 �2 �3 �5 �4 �2 �5 �3 �5 �3 �＿＿4 �2 

綱引き �5 �3 �0 �・3 �3 �3 �5 �■　3 �5 �4 �4 �葺4 15 

ケツ圧測定 �4 �4 �2 �4 �3 �5 �3 �2 �5 �3 �2 

総合リレー �4 �3 �3 �0 �4 �3 �5 �2 �5 �5 �4 �2 

総合得点 �36 �31 �16 �26 �31 �26 �38 �25 �42 �35 �36 �31 

順　　位 �4 �i7 �12 �9 �8 �10 �2 �11 �1 �5 �3 �6 

優勝J三反田自治会

圭一∵芋∴
アトラクション（一中吹奏楽部）
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11月11・12日「第32国一中

地区コミュニティまつり」が開

催され、朝早くから大勢の人で
賑わいました。

今年は一般公募の作品も展示
され、また初めての抽選会がま
つりを盛り上げました。

体の年齢は若いね！

美味しいですよ～ぐ：く｛00）ノ

バードカービング

焼きそばまかせろ／／

第32句il
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大盛況日喫茶コーナー

日ごろの出来栄え上々（〈～｛）
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青
空
市
場
の
今
昔

体
育
部
会
長
　
川
又
吉
次

体
育
部
会
は
、
第
1
回
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
か
ら

青
空
市
場
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。
野
菜
・
果
物

の
販
売
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
数
年
後
に
焼
き
い
も

を
始
め
現
在
の
姿
に
な
り
ま
し
た
。

長
芋
・
コ
ボ
ウ
を
求
め
て
長
い
列
が
で
き
た

り
、
朝
早
く
茨
城
町
の
農
家
に
買
い
出
し
に

行
っ
た
事
な
ど
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

焼
い
も
は
、
焼
い
も
作
り

名
人
の
故
大
高
操
さ
ん

（
西
中
根
）
か
ら
窯
の
提
L

封
㌢
・
－
訂
い
・
．
．
完
士
㍗
∫
㌣

供
と
指
導
を
受
け
て
始
め

ま
し
た
。
今
年
も
2
基
の

窯
で
美
味
し
い
焼
い
も
を

販
売
し
、
盛
況
で
し
た
。

天
候
や
客
足
を
心
配
し

な
が
ら
も
地
域
の
人
達
と

た
時
の
喜
び
を
感
じ
な
が
　
1
‥

ら
3
2
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
〔
仁
ん
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初
め
て
参
加
し
ま
し
た

東
中
根
団
地
デ
ジ
カ
メ
ク
ー
フ
ブ

倉
田
允
弘

当
ク
ラ
ブ
は
、
東
中
根
団
地
自
治
会
の
各
種
団

体
の
ひ
と
つ
で
1
0
年
前
に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在

の
会
員
は
2
8
人
い
ま
す
が
、
今
回
は
ス
ペ
ー
ス
の

関
係
で
1
9
人
だ
け
出
展
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
で
写
真
展
を
毎
年
2
回
開
催

し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
3
回
目
の
発
表
展
に
な

り
ま
す
。

作
品
内
容
は
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
で
は
あ
り
ま

す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ

り
で
も
多
く
の
お
客
様
に

ご
覧
い
た
だ
き
、
私
た
ち
の

今
後
の
活
動
の
励
み
に
も

な
る
よ
う
な
お
褒
め
の
言

葉
や
、
建
設
的
な
ご
意
見
を

た
く
さ
ん
い
た
だ
き
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
初
参
加
の

私
た
ち
を
暖
か
く
迎
え
入

れ
て
い
た
だ
い
た
運
営
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
方
に
、
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
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空私のたのしみ

写真とカメラ
安　博久さん（67）

実家の農業を継ぎ、シニア社員としても働く安博久

さんは、生まれも育ちも中根。古い車の修理など色々

な趣味をお持ちですが、今回は写真とカメラのお話を

伺いました。

安さんが写真に興味を持ったのは高校時代。白黒画像

の濃淡を現像処理でコントロールし、イメージどおり仕

上げるのが楽しく、熱中したそうです。就職・結婚と環

境は変わりましたが、この気持ちは今も変わりません。

カラーには無い「白黒の濃淡による表現の奥深さ」に魅

せられ、損影は今もモノクロフイルムを使用。一方、仕上

げには最近の技術を応用し、フイルム画像をスキャナー

でパソコンに取り込み、編集後プリントアウトします。

作品は、街中の世相を反映した物や自身が面白いと

感じた物が中心で、会心作は県芸術祭や所属する同好

会（三軌会写真部）の展覧会に出品。何回か個展を開い

た事もありました。「写真に込めた思いを、一人でも理

解し共感してくれればうれしい」と語っています。

さらに、作品を作る過程で多くの人と出会い、親交

を深める事も楽しみの一つで、飲んで語り合った仲間

から古い高価なカメラを譲られた事もありました。

このような年代物のカメラが約30台、居間の棚にず

らりと並んでいます。「ライカが故障しにくく、レンズに

かびが生えないので最も良い」とのこと。多くは入手時に

故障していましたが、自身で修理したそうです。その桂瀬

を活かし、最近ピンホールカメラ＊を作り上げました。

このように趣味の道を歩んで来られたのは、奥様の

理解があってこそ。「撮影が農繁期に当たっても気持

ち良く送り出してくれた」と感謝も忘れません。

「この先、今までの作品を写真

集にまとめて残すと共に、さらに

良い作品を作り、個展を開きた

い」と語る姿から、長い間手掛け

て来た写真への深い想いと今後

の意気込みが伝わって来ました。　自作のピンホールカ

＊　レンズを使わず小穴からの光をフイルムに当て紹侵させるカメラ

‘高齢者芸能発表鹿屋」
一中地区から8チームが出場

9月28日、市文化会館で、市の高齢者芸能発

表大会が開催されました。

出場チームは市内36の高齢者クラブで、－

中地区からは8チーム142人が出演。満席の会

場を大いに沸かせました。

出演前のメンバーは緊張した面持ちでした

が、日頃の練習の成果を思う存分発揮した後

は、晴れ晴れとした満面の笑みを浮かべ、満足

した表情をしていました。

二■■●ヲふ

亘加納備品柏
「ヱ几乞「電茹

一中地区の出場チーム

声松友の会　　サザエさん　　　　　リズム体操
笹野長寿会　　　博多夜船　　　　　　　民謡

三唇甲すみれ会　走天涯　　　　　　　フォークダンス

冨士山クラブ　　百歳音頭　　　　　　　民謡舞

中根ときわ会　　しあわせ音頭　　　　　民謡舞

東中根匡地あすま会　′S、るさと・もみじ　　　合唱

西中根六美会　1中地区ふ咋あい音頭　琴踊・合唱

大平陸会　　　　水戸黄門漫遊記　　　　銭太鼓

地域のわだい
＿蕪品展＿

10月26日から11月9日まで、第29回ひたち

なか市民菊花屡が、市文化会館で開催。1中コ

ミセンで雲類鷲講師のもと、3月から月1回実

技講習で差し芽の仕方などを学び、10月まで

に作品を作り上げました。会場には、富士山や

五重の塔をかたどった作品など色とりどりの

菊600鉢が展示されました。市菊花愛好会連

合会の会員数は約70人。高齢で年々人数が減

少しているそうです。

夜は茨大生ボランティアの協力のもと、ラン

タン・キャンドルで菊の．、二，去ニ＿⊥㌫ニ

花や文字を形作って会場

を飾り、さらに音楽で

盛り上げていました。

鷹野
‘富士山章票出▲

富士山自治会

8月5日、富士山夏祭りが行われました。こ

の祭りは、40年以上前から続いています。

当日、3時に子ども神輿が町内を回り清めた

後、夕方5時から芸能大会が始まりました。子

ども達のアコーディオン演奏やタンス、大人の

カラオケ、フォークダンス。最後の演目は、子ど

も達の「よさこいソーラン」。踊りながら神輿

の周りを回りました。その後、親子で花火をし

て終了。

呵内の役員さんによる準備が大変だったそ

うですが、屋台が何台も出て大人も子どもも楽

しんでいました。

地
域
×
行
事
×
多
世
代

＝
和
と
辞

西
中
根
自
治
会

小
林
　
定
吉

1
9
年
前
、
市
内
の
と
あ
る

地
域
の
土
地
を
買
う
契
約
書

に
押
印
し
た
翌
朝
一
番
、
不

動
産
屋
か
ら
の
電
話
が
鳴
っ

た
。
2
時
間
の
タ
ッ
チ
の
差

で
売
約
済
だ
っ
た
と
…
。
し

か
し
、
後
に
西
中
根
と
の
緑

が
待
っ
て
お
り
、
結
果
的
に

は
良
か
っ
た
と
思
う
今
日
こ

の
頃
で
す
。

西
中
根
に
住
ん
で
1
8
年
。

ち
ょ
っ
と
歩
け
ば
湊
線
の
映

え
る
の
ど
か
な
田
園
風
景
、

そ
し
て
沢
山
の
年
中
行
事
を

通
じ
老
若
男
女
、
世
代
を
跨

い
だ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

盛
ん
な
地
域
性
は
、
お
祭
好

き
酒
好
き
の
私
に
相
性
ピ
ッ

タ
リ
で
す
。

近
年
、
私
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
地
域
と
の
接
点
や
行
事

の
絡
ま
な
い
月
は
あ
り
ま
せ

ん
。
思
え
ば
建
て
た
家
の
隣

が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
監
督
で

あ
っ
た
こ
と
、
会
社
の
先
輩

方
が
自
治
会
で
活
躍
さ
れ
て

い
た
こ
と
、
そ
し
て
早
い
段

階
で
組
長
の
当
番
が
回
っ
て

き
た
こ
と
が
、
私
と
地
域
の

接
点
を
創
り
、
深
め
る
き
っ

か
け
で
し
た
。
子
ど
も
会
・

P
T
A
・
自
治
会
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
会
や
広
報
紙
の
編
集

に
関
わ
り
、
さ
ら
に
は
5
年

前
、
運
動
会
の
祝
勝
会
で
先

輩
方
の
熱
い
ご
指
導
と
酒
の

勢
い
？
か
ら
「
西
中
根
お
や

じ
の
会
」
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
に
な
っ
た
あ
た
り
で
、
私

と
地
域
の
関
係
性
が
形
成
さ

れ
た
の
か
な
と
振
り
返
る
次

第
で
す
。

今
後
も
多
趣
・
多
様
な
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

子
ど
も
の
目

勝
倉
自
治
会武

石
恵
美
子

日
頃
よ
り
、
渡
連
自
治
会

長
を
は
じ
め
、
自
治
会
の
皆

様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ざ
な
み

子
ど
も
会
は
日
々
、
楽
し
く

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

毎
年
夏
に
開
催
さ
れ
る

「
勝
倉
ま
つ
り
」
は
、
子
ど

も
達
が
ひ
と
き
わ
楽
し
み
に

し
て
い
る
行
事
の
一
つ
で

す
。
出
し
物
は
、
小
学
校
で

も
踊
る
　
「
勝
倉
ソ
ー
ラ

ン
」
。
皆
、
真
剣
に
踊
り
ま

す
。
子
ど
も
達
の
日
を
見
る

と
「
あ
あ
、
こ
の
子
達
が
将

来
大
人
に
な
っ
て
、
こ
の
地

域
を
支
え
て
く
れ
る
ん
だ

な
、
頼
も
し
い
な
あ
」
と
、

胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。

あ
れ
や
・
こ
れ
や
・
・
・
懲

一
生
懸
命
踊
っ
た
ご
褒
美

に
自
治
会
か
ら
食
券
を
い
た

だ
き
、
焼
き
そ
ば
や
唐
揚

げ
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
等
で
お

腹
を
満
た
し
た
後
、
ま
た
真

剣
な
面
持
ち
で
計
3
回
踊
り

ま
し
た
。
達
成
感
に
満
ち
溢

れ
た
表
情
の
子
ど
も
達
は
、

本
当
に
愛
お
し
い
で
す
。

親
だ
け
で
な
く
、
た
く
さ

ん
の
大
人
と
接
し
、
様
々
な

経
験
を
し
な
が
ら
育
つ
子
ど

も
達
は
、
き
っ
と
ど
ん
な
醜

難
に
も
立
ち
向
か
っ
て
行
け

る
と
信
じ
ま
す
。
今
後
も
育

成
会
の
お
父
さ
ん
や
お
母

，
」

◎
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
で
健
康
づ
く
り

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
は
若

者
の
踊
り
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
高
齢
者
の
中
で
も
人
気
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

1
中
コ
ミ
セ
ン
で
は
シ
ニ
ア

を
対
象
に
1
0
～
1
2
月
の
水
曜

日
、
計
6
回
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

ダ
ン
ス
講
習
会
を
開
催
、
毎
回

約
3
0
人
が
受
講
し
ま
し
た
。
未

経
験
者
も
講
師
の
親
身
な
指
導

で
す
ぐ
に
上
達
。
1
時
間
半
、

体
を
動
か
し
、
さ
わ
や
か
で
心

地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。
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「写真集　勝田の歴史」よリ

内閣総理大臣より贈られた
100歳のお祝い状

部会だより鞍が睾豆∴阜騨兢ヅ∴∴笑墨寓を、・、tて葦　震謹言㍉三吉薄地恕㌫・f

勝
倉
出
身
の
名
行
司
「
1
9
代
式
守
伊
之
助
」

式
守
伊
之
助
は
、
1
8
8
6
年
（
明
治
1
9
年
）
　
1
2
月
1
5
日
、

勝
倉
舶
渡
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
本
名
は
高
橋
金
太
郎
。
小
学
2

年
生
の
時
、
生
糸
業
を
営
ん
で
い
た
家
が
倒
産
。
父
は
借
金
を

抱
え
て
家
出
。
続
い
て
母
も
突
然
姿
を
消
す
と
い
う
悲
劇
に
見

舞
わ
れ
た
金
太
郎
は
、
学
校
を
や
め
て
水
戸
の
糸
屋
に
奉
公
に

出
ま
し
た
。
子
守
り
か
ら
店
の
留
守
番
ま
で
任
さ
れ
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
が
、
暇
を
見
て
は
相
撲
を
と
り
に
出
か
け
て
し
ま

う
の
で
、
主
人
に
見
放
さ
れ
て
追
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
常
陸
太
田
で
石
鹸
の
行
商
を
始
め
ま
し
た
。
や

は
り
好
き
な
相
撲
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
行
商
か
ら
帰
る
と
毎
晩

町
内
の
子
供
た
ち
を
集
め
て
は
行
司
を
し
、
相
撲
に
熱
中
し

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
心
を
動
か
さ
れ
た
質
屋
の
ご
隠
居

が
、
金
太
郎
を
上
京
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
明
治
3
2
年
、
1
3

歳
の
時
で
し
た
。

ま
ず
、
峰
崎
部
屋
に
行
司
見
習
い
と
し
て
住
み
込
み
、
次
に

友
綱
部
屋
に
移
っ
て
行
司
の
修
行
。
明
治
3
3
年
に
、
初
め
て
行

司
と
し
て
土
俵
に
あ
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
本
格
的
な
修
業
が
、
ま
た
大
変
。
毎
朝
3
時
に

起
床
。
装
束
と
軍
配
を
抱
え
て
両
回
回
向
院
の
土
俵
へ
と
駆
け

つ
け
、
先
輩
に
小
突
か
れ
な
が
ら
も
、
必
死
に
な
っ
て
修
業
を

積
み
ま
し
た
。
幼
年
時
代
の
悲
し
い
苦
し
い
ど
ん
底
生
活
に
耐

え
て
き
た
金
太
郎
に
は
、
ど
ん
な
厳
し
い
試
練
に
も
我
慢
で
き

る
、
強
い
心
と
体
と
が
備
わ
っ
て
い
た
の
で
す
。

昭
和
2
6
年
の
春
、
金
太
郎
6
5
歳
に
し
て
、
行
司
界
の
最
高
位

「
第
1
9
代
立
行
司
式
守
伊
之
助
」
を
襲
名
。
身
長
1
5
2
m
と

小
柄
な
が
ら
、
俊
敏
な
動
き
と
　
「
ヒ
ゲ
の
伊
之
助
」
　
と
し
て

フ
ア
ン
を
魅
了
し
た
名
行
司
で
し
た
。

昭
和
3
6
年
に
は
水
戸
市
で
引
退
記
念
相
撲
を
催
し
立
派
に
故

郷
へ
錦
を
飾
り
、
昭
和
4
1
年
1
2
月
1
4
日
（
誕
生
日
の
前
日
）
　
に

8
0
年
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。
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比
島
戦
線
か
ら
の
生
還

三
反
田
自
治
会
　
打
越
英
雄
　
（
1
0
0
歳
）

私
が
最
初
に
戦
争
に
行
っ
た
の
は
中
園
、
2
2
歳
の
時
だ
っ

た
。
日
本
の
戦
局
（
日
中
戦
争
）
は
ま
だ
良
好
で
、
無
事
帰
っ

て
来
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
結
婚
。
娘
が
1
歳
に
な
っ
て
か
ら
、

2
度
目
の
招
集
。
比
島
戦
線
で
あ
っ
た
。
長
崎
か
ら
フ
ィ
リ
ピ

ン
ま
で
、
釜
山
や
上
海
を
経
由
し
て
1
5
日
か
か
っ
た
。
2
6
隻
の

船
団
で
1
1
万
人
の
兵
隊
が
送
り
込
ま
れ
た
が
、
ろ
く
な
食
料
は

与
え
ら
れ
ず
い
つ
も
飢
え
て
い
た
。

前
線
へ
の
出
撃
命
令
が
出
た
晩
、
空
を
仰
ぎ
「
故
郷
を
出
て

か
ら
2
年
。
1
歳
だ
っ
た
娘
は
、
さ
ぞ
大
き
く
な
っ
た
だ
ろ
う

な
。
こ
の
月
が
見
お
さ
め
か
」
と
涙
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

こ
の
日
の
決
死
隊
は
我
が
隊
よ
リ
9
名
、
総
勢
5
0
名
だ
っ
た
。

「
た
と
え
1
名
に
な
ろ
う
と
も
任
務
を
遂
行
せ
よ
」
と
の
隊
長

の
厳
命
。
月
が
沈
む
の
を
待
っ
て
後
方
よ
り
敵
の
兵
舎
に
2
0
m

ほ
ど
近
づ
い
た
時
、
敵
の
方
よ
り
銃
弾
。
仲
間
3
人
が
即
死
。

隙
を
見
て
敵
の
兵
舎
を
爆
破
し
、
重
傷
の
仲
間
を
背
負
っ
て
戻

る
途
中
狙
撃
さ
れ
、
坂
の
下
ま
で
転
げ
落
ち
た
。
手
が
ザ
ク
ロ

の
よ
う
に
な
っ
た
戦
友
。
血
だ
ら
け
で
　
「
水
を
飲
ま
せ
て
く

れ
」
と
頼
む
姿
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
何
人
も
赤
痢
で
苦
し
む

中
、
私
は
炭
を
削
っ
て
飲
ん
で
奇
跡
的
に
助
か
っ
た
。
死
闘
も

虚
し
く
、
比
島
戦
で
の
戦
死
者
4
9
万
人
を
出
し
て
敗
戦
。

終
戦
後
は
捕
虜
と
な
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
作
業
を
さ
せ
ら
れ

た
。
最
初
は
信
用
さ
れ
ず
食
料
も
わ
ず
か
だ
っ
た
が
、
日
本
人

は
何
を
や
っ
て
も
優
秀
だ
と
仕
事
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
1
年
半
ほ
ど
で
日
本
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
。
三
反
田

で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
家
に
帰
っ
て
来
ら
れ
た
の
は
私
1
人

だ
っ
た
。

〝
線
の
つ
ば
め
は
昨
今
も
　
懐
か
し
い
故
郷
の
卓
に
飛
ん
で
布
く

地
鳥
戦
の
戦
死
者
の
塊
は
　
何
処
に
符
か
ん
と
す
る
の
か

南
国
の
全
に
は
　
平
和
千
草
の
鐘
が
鳴
り
響
い
て
い
る
〃

打
越
異
▲
毅
－

1

王

▲

・

書

◆

l

　

▲

甘

▲

　

▲

■
　
春
夫
小
暮
一
書
一

章
札
冬
－
と
は
蝿
に

ノ
責
了
へ
ま
せ
ん
　
ー

∵
猶
親
機
山

▲
▲
壬
ヽ
l
t
－
▲
▲
■

妻
卑
片
す
●
【

青
少
年
部
会

7
月
2
9
日
に
、
「
三
世
代
ふ
れ

あ
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」
を
長
堀

小
体
育
館
で
開
催
し
た
。
子
ど

も
た
ち
・
育
成
会
・
高
齢
者
ク
ラ

ブ
・
保
護
者
な
ど
2
0
3
人
が

参
加
し
、
水
鉄
砲
・
ブ
ン
フ
ン

駒
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
族
館
・
貝

殻
ア
ー
ト
な
ど
の
工
作
を
通
じ

て
、
三
世
代
間
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

環
境
部
会

毎
年
、
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
で
バ

ザ
ー
を
担
当
。
1
1
月
6
日
、
準
備

作
業
を
行
っ
た
。
朝
8
時
3
0
分
、

各
自
治
会
か
ら
預
か
っ
た
品
々

を
コ
ミ
セ
ン
に
搬
入
開
始
。
部

会
員
約
3
0
人
が
値
付
け
と
整
理

に
追
わ
れ
た
。
設
定
価
格
を
め

ぐ
っ
て
議
論
に
な
る
一
幕
も
。
今

年
は
、
約
8
0
0
点
が
集
ま
っ

た
。
午
後
3
時
に
作
業
が
終
了

した。

安
全
防
災
部
会

9
月
5
日
、
1
中
コ
ミ
セ
ン

で
3
6
人
が
参
加
し
て
安
全
教
室

を
行
っ
た
。
安
全
協
会
石
島
事

務
局
長
の
講
話
は
、
「
茨
城
は

交
通
事
故
ワ
ー
ス
ト
5
位
、
飲

酒
運
転
が
多
い
。
高
齢
の
加
害

者
が
増
え
て
い
る
」
　
「
交
通
事

故
例
・
事
故
を
起
こ
し
た
暗
ま

ず
行
う
こ
と
」
な
ど
で
、
有
意

義
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
コ
ミ
セ

ン
駐
車
場
で
追
突
体
験
を
行

い
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
効
果
を

実
感
し
た
。

9
月
1
6
日
、
部
会
初
の
取
り

組
み
と
し
て
「
親
子
わ
く
わ
く

体
験
事
業
」
を
大
手
町
の
奥
久

慈
憩
い
の
森
で
実
施
し
た
。
総

勢
3
0
人
が
参
加
し
、
豊
か
な
森

の
自
然
観
察
や
木
製
の
プ
ラ
ン

タ
ー
作
り
を
体
験
し
た
。
帰
路

は
リ
ン
コ
園
に
寄
っ
て
お
い
し

い
リ
ン
ゴ
を
頬
張
り
、
充
実
し

た
体
験
事
業
と
な
っ
た
。

福
祉
部
会

9
月
1
4
日
、
2
1
人
の
参
加
に

よ
り
視
察
研
修
を
行
っ
た
。
鹿

嶋
市
に
あ
る
、
薬
物
・
ア
ル
コ
ー

ル
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
回
復

施
設
の
「
潮
騒
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
問
し
、
セ

ン
タ
ー
長
と
ス
タ
ッ
フ
か
ら
回

復
の
体
験
談
を
聞
き
、
感
銘
を

受
け
た
。
部
会
で
は
、
今
後
も
こ

の
間
題
に
関
心
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
。

今
号
は
計
画
ど
お
り
に
、

一
中
地
区
運
動
会
の
記
事
を

掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
、

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年

と
一
昨
年
は
雨
天
で
運
動
会

が
中
止
と
な
り
、
あ
わ
て
て

内
容
変
更
の
取
材
に
走
っ
た

事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
新
し
い
話
題

や
取
材
要
請
・
ご
意
見
等
、

広
報
委
員
一
同
大
歓
迎
で

す
。
ど
う
ぞ
1
中
コ
ミ
セ
ン

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

時
期
に
よ
っ
て
は
、
次
号
に

送
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。－主幹卑
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